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「勤倹」な名古屋人として

　私が社長を務める岡谷鋼機は、江戸時代に
名古屋で金物商の笹屋としてスタートしてから、
鉄鋼を基軸とする商社として現在まで約 350 年の
歴史を刻んできました。その信用を大切に引き継
ぎながら、時代の変化にも懸命に対応してきまし
た。例えば昔は少なかった海外拠点も、今では
20カ国のネットワークになりました。1995 年には株
式を上場し、同族経営的な体質からの脱皮をめ
ざしてきました。私が社長に就任した 1990 年は
まだバブルの余韻が残っていましたが、浮かれる
ことなく倹約に努めながら地道に稼いできました。
今にして思えば、やっぱり私も名古屋人なのかな、
と( 笑 )。
　会議所の会頭になってまだ半年ですが、実業
の世界と行政の世界とのギャップを感じています。
実業の世界は結果が数字で出る。突っ走って結
果を出すのが実業の世界。行政の場合は壁が
あって、結果がすぐには見えてこない。実業の
世界の私が、どうやってお手伝いできるか悩みな
がらの半年でもあります。

名駅周辺と他地域の一体的整備を

　名古屋市のまちづくりに関して言えば、名古屋
駅周辺だけでなく、ほかの地域の活性化にも一
体的に取り組むことが今まで以上に大切になりま
す。そうしないと名古屋圏の中で格差が広がり、
駅周辺の一極集中になってしまう可能性がある。
例えば名古屋駅周辺と栄周辺を一体的に整備
する。栄の近辺にも、いいものが残っています。
LRT などを活用して名古屋城や大須エリアなど
他のエリアとの回遊性を高めていくことを考えても
いい。栄の地下街にレールを設け、電動カートが
走れるようにしても面白いですね。
　名古屋都市センターのような、まちづくりに関す
る人や情報の交流拠点で多様な人やグループが
自由に意見を出し合えば、さらにいいアイデアも出
てくるのではないでしょうか。

都市間競争のカギとなる
次世代産業の育成と観光の広域連携

　会議所のテーマは中小企業の振興と地域づく
りです。地域づくりの面では、2027 年のリニア開
業という時代の大転換期にどう対応するかという
重要な局面を迎えています。東京と最短 40 分の
距離になるのだから、人とモノの動きが劇的に変
化して商圏もビジネスチャンスも拡大します。
　しかし一方で東京にパワーを吸収される可能性
もあります。便利になればなるほど、放っておけ
ば人もビジネス拠点も東京に集中しかねません。
名古屋は「都市力の強化」により、人とモノの
動きの劇的な変化を発展のパワーに変えていくこ
とが必要です。
　例えば、法人税や地方税を東京に比べ非常
に安くする。これも人や企業を吸引する力の一つ
です。アメリカなんか州によって税金が違います。
その影響もあって本社がかなり分散しています。
税金のメリットで東京一極集中を防ぐのも有効な
方法です。

　熱田区生涯学習センターの「産業マイスター講座」から生まれた
団体です。名古屋市熱田区内ゆかりの食材を使った新しいご当地グ
ルメ「あつた餃子」「あつた鶏飯」の考案・開発・普及活動に取り
組んでいます。
　「あつた餃子」は試行錯誤のうえに出来上がった、朱色の名古屋
かまぼこ入りの肉なし、ニンニクなしの餃子で、白鳥庭園や名古屋祭
りなど地元の催事に出店することで熱田のご当地グルメとして知られる
ようになってきました。
　また、新たに宮宿で食されていた唐きび（とうもろこし）を使った「あ
つた鶏飯」も完成しＰＲに努めています。
　今後は催事出店だけでなく、あつたの食文化再発見に取り組みた
いと考えています。

　「あいちトリエンナーレ 2010」終了直後、継続的なアートまちづくり
を推進するために有志で結成された任意団体です。
　これまではイベント開催を中心に行ってきましたが、それらに加え長
者町界隈で活動を行いたい若手作家や関連する団体に対し、制作
場所やレジテンス、ミーティングやイベントスペースを提供する拠点づく
りも始めています。
　「長者町スタジオ」「長者町アーティストインレジデンス」「長者町プ
ラットフォーム」の３つの拠点のための案内・看板の整備、「長者町
ベンチ」の製作・設置など、まち全体で共有できる場の整備もすす
めています。

　「鳴子きずなの会」は、地域住民同士の豊かな「絆」を深めて、
お互いに支え合い・助け合い、誰もが自分らしく、安心して暮らし続け
られる鳴子学区を育むことを目指して多彩な活動をしています。
　今回のまちづくり活動助成では、鳴子きずなの花咲か事業～対話
を育む“みんなのお庭”づくり～と題して、鳴子池歩道沿い花壇の新
設と鳴子コミュニティセンター玄関前に花植えマスの新設及び同セン
ターの脇に 2ヶ所、花苗 ( 養生 ) ハウスを建設しました。
　鳴子地域を花いっぱいにすることで地域一帯の風景の色合いと豊
かな潤いをもたせ、種から花を育てる事はひとづくり・輪づくりの促進と
考え地域住民の絆を深めることを目指しています。

　てんぱくプレーパークは、天白公園の冒険の山の一画にあり、子ど
もの「やってみたい」という気持ちを大切にした誰もが利用できる遊
び場です。子どもの立場に立つ大人「プレーリーダー」が常駐し、
安全に配慮しながら子どもを見守ります。子どもたちは、工作、火おこ
し＆べっこう飴作りを始め、天白公園の自然の中で思い思いのことをし
て過ごす遊び場づくりをしています。
　今回のまちづくり活動助成では、不審火によって焼失した小屋・物
置に代わる新しい小屋づくりをしました。
　自分たちで小屋のアイデアを出し合い、建築にもできる範囲で参加
しました。完成した小屋の名前にもそれぞれが思いを込め、プレーパー
クとハウス( 家 )を掛け合せた「プレーパウス」に決定しました。
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名古屋商工会議所　会頭

おかや とくいち／ 1944 年、愛知県に生ま
れる。慶應義塾大学経済学部卒業。新日
本製鐵 ( 現 新日鐵住金 )を経て 1975 年
に岡谷鋼機入社。1990 年、社長就任。
2013 年 11 月、名古屋商工会議所会頭
就任。

岡谷 篤一 さん

異業種交流展示会「メッセナゴヤ」の会場で

白鳥庭園催事出店の様子 案内看板の設置

鳴子池歩道沿いの花壇の様子基礎工事に参加した際の様子

「長者町ベンチ」

花苗ハウスの完成を祝う竣工式の様子小屋の完成を祝う竣工式の様子

まちづくり活動助成団体紹介
平成25年度

地域“魅力”アップ部門 まち“夢”工事部門（二次選考）

まち“夢”工事部門（二次選考）まち“夢”工事部門（二次選考）

あつた産業再発見マイスターの会 長者町アートアニュアル実行委員会

鳴子きずなの会てんぱくプレーパークの会

まちづくり基金によるまちづくり活動助成を受けた団体を紹
介します。平成 25 年度の「地域“魅力”アップ部門」か
ら１団体、また「まち“夢”工事部門（二次選考）」から
３団体、についてご紹介します。

　それから、次世代産業の代表ともいえる航空
宇宙産業をこの地方で育てること。航空宇宙分
野の国際的なビジネス商談会「エアロマート名古
屋 2014」が、9 月に日本で初めて名古屋で開催
されます。その企画を商工会議所もお手伝いさ
せていただいています。医療機器なども有望産
業ですが、この地域で土台を築いている航空宇
宙産業が最も有力じゃないでしょうか。
　観光面では広域連携です。地域の魅力的な
資源を孤立させずネットワーク化を進める。例えば
明治村でも伊勢神宮でも、名古屋から目と鼻の
先です。全国あるいは海外から見たら、名古屋
圏として情報発信した方が分かりやすいと思うの
です。その方が観光地も発展するでしょう。
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